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項 目 要 約 

１．研究開発の概要 

 

高速炉の流動設計に適用される手法の根拠となる解析コードと模擬流

動実験の妥当性を、考慮すべき現象の相似則と統計的不確かさ等に基づ

いて立証する手法を研究した。 

 

２．総合評価 本研究成果を活用して、実証炉に向けた流動解析、実験を行って頂きた

い。論文発表や特許申請など、成果の公表のための努力を払って頂きた

い。 

 

Ｓ）極めて優れた成果が挙げられている。 

Ａ）優れた成果が挙げられている。 

Ｂ）一部を除き、相応の成果が挙げられている。 

Ｃ）部分的な成果に留まっている。 

Ｄ）成果がほとんど挙げられていない。 
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